愛知大学から東亜同文書院へ：「愛大ブランド」の系譜 by 三好 章




東亜同文書院大学記念センター長、現代中国学部教授 三好 章 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 最後にもう一度、東亜同文書院の 45 年を
愛知大学の 70 年がいかに継承するのかとい
うのを考えていた時、東亜同文書院の研究と
教育の中で特筆すべき事態が中国で起こりま
した。それが中国の国家図書館、日本で言え
ば国会図書館に残っていた東亜同文書院生の
手書き資料、我々の先輩たちの残してきたも
のを中国側が無断で復刻したのです。どうし
てそんなことをしたのでしょうか。中国では
現在、満鉄の調査資料も続々と復刻していま
す。日本語のものもありますが、そのまま復
刻しています。これは、中国側が戦前の日本
の調査資料の重要さに気が付いただけではな
く、自分たちに欠けているものに気が付きは
じめたからであると思います。この中国側の
資料叢刊は全100巻ですが、中心になるのは
1931年から43年、書院最末期の資料です。
要するに持ち帰ることができなかった資料で
す。それ以前のものは同文会に送ってありま
すので日本にあります。ということは、愛大
にあります。ようやく処理すべき全体的な手
稿資料が手に入ったということになるかと思
います。辞書の関係では『中日大辞典』がデ
ータベース化を進めています。こうして我々
のブランドとなっていく東亜同文書院と愛知
大学が、繋がって一本のものとなろうとして
います。そしてこれが、21世紀に新たな日本、
中国、さらにそれを通した新たな世界像を提
供できるのではないかと思います。書院その
もののあり方も、もちろん 45 年間すべてが
問題なしであったわけではありません。やむ
を得ずながらも、戦争に協力してしまった側
面もあります。そういうところはきちんと検
証した上で、きちんと評価するところは評価
し、総括して批判すべきところは批判して現
在に繋げていきたいと考えております。 
 なかなかまとまりがない話で申し訳ござい
ませんけれども、愛知大学 70 年とブランド
作りというところでお話させていただきまし
た。
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「愛知大学70周年と更なるブランドづくりをめざして」
（愛知大学東亜同文書院大学記念センター長三好章）
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「墾知大学70周年と更なるブランドづくりをめざして」
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愛知大學設立趣意書〔一郵抜粋）
｛一九四六年十一月十五日創立）
第ー、本大學ノ所在地ハ之ヲ中部日本ノー地
方都市（愛知縣豊橋市）二置クノデアル
ガ、・・・・大都市ヘノ偏重集積ヲ排シ地方分散
コソ望マントノ趣旨ヲ活カサントスル
第二、世界文化卜平和二寄輿スヘキ新日本ノI 
建設二適スル人材ハ國際的教養卜覗野ヲ持ツ
コト最モ必要ナル資格ノー ト思惟セラル事情ニ
鑑ミ、．．．．
第三、・・・・中部日本出身學徒（男女）ノ遠隔ノ
地二學プ者ニシテ時局下就學不便ノ為メ縛學
セントスル者ノ要望二應スルト共二外地ノ大學
専門學校二在籍スル學徒ノ囀入學ノ困難ヲモ
緩和セントスルモノデアル。
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幅広い市民的教養を
偏えた人材
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グローバルな諜題やローカルな諫題を含む様々な新しい研究
課題に積極的に駁頃碩沃淳学
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